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大学内大学としてのゼミと統合ゼミ活動支援システム
　現在，大学の機能として単純な専門知識の伝達はその役
割が縮小しつつあり，将来的には，それらの内ほとんどが
MOOCなどのオンライン学習プラットフォームに置き換
わるものと予想される．こうした背景に対し，永岡は，大
学対面教育で提供されるべきものは自律的学習態度の涵養
が本質的であり（小坂井・永岡 2014，永岡・米谷 2016），
ゼミ活動を大学教育のより中心的機能として位置づけ大学
内大学（University within a University）と考えていく
べきである（米谷・永岡 2015，Kometani and Nagaoka 
2015）と述べている．
　さらに永岡は，教室授業とゼミ活動の比較において，授
業の運用・管理を担うLMS（Learning Management 
System）は既に国立大学の74.8%に導入されている（文部
科学省2013）のに対しゼミ活動にはそうした統合支援シス
テムが存在していないこと，またゼミ活動のFDはゼミ活動
の多様性と密室性（毛利 2007）から進んでおらず新任大学
教員に対する支援が不可欠であることを指摘し，LMSに相
当するゼミ活動に対するSMS (Seminar Management 
System：統合ゼミ活動支援システム)を提唱している（永
岡・米谷 2016）．
　報告者は，現在，永岡の提唱する大学内大学，SMSの理
念に共鳴し，これらを実践の場において具体的に実現する
ためのシステム設計・開発を研究対象にしている．本報告
では，ゼミ活動における先行研究，本学において行ったゼ
ミ活動に対する学生意識調査の結果，ならびに現在進行形
で開発されつつある統合ゼミ活動支援システムの機能を紹
介した．
ゼミ活動に関する先行研究
　ゼミ活動はその多様性と密室性からFDや調査研究が進
められてこなかった．これに対し伏木田ほか（2014）はゼ
ミ活動における「関わり合うことによる学び」に注目し，
人文・社会科学系の大学生３，４年生を対象にしたアンケー
トによりゼミ活動と学習成果との関係を実証的に調べてい
る．その教育的示唆は次のとおりであった（伏木田ほか 
2014）：
・ 専門分野の学習を深めるのに議論や発表の機会を設けグ
ループでの共同活動を増やすことが有効
・就職活動などの状況的な側面を汲み入れることが有効
・活動における構成員間の相互作用を高める工夫が重要
人間科学部におけるゼミ活動に対する意識調査
　伏木田ほか（2014）に対し，本学部のような学際領域で
は，学生たちはゼミ活動をどのように捉えているのであろ
うか．統合ゼミ活動支援システムの開発に向けた示唆を得
るため本学部においてアンケートを実施した（米谷・永岡 
2015）．
　対象は人間科学部４年生30名（男性13名,女性17名）であ
る．その結果として，学生たちは研究そのものよりも発表
や議論を重視する傾向にあり，ゼミ活動を通した経験値・
スキルアップを期待していること，教授の人柄、対話の機
会などの相互作用を重視しており，ゼミとは教員が教える
ことではなく，学生の学びあいを促進する場として捉えて
いることが明らかとなった．
　こうした傾向は伏木田ほか（2014）と共通するものであ
り，リベラル・アーツ系学部の特徴のように思われる．一
方で，理工系学部の研究室などでは専門知識の比重が高く
なりその傾向も変化するものと予想される．リベラル・アー
ツ系学部・理工系学部を跨いだ支援を展開しようとするな
ら，さらなる調査が必要である．
統合ゼミ活動支援システムの開発
　報告者は，現在，学習者による自律的学習を支援する機
能を開発している（Kometani and Nagaoka 2015，木宮
ほか 2016）．本報告では、学習者が自律的に文献レビュー
を 作 成 す る こ と を 支 援 す る 機 能（Kometani and 
Nagaoka 2015）を紹介した．図１に本機能のインタフェー
スを示す．図１左側は，ゼミ生たちがこれまでに読んだ論
文のテキスト情報をもとに類似する論文を可視化する機能
である．図１右上は文献レビューの入力欄であり，図１右
下は文献レビュー内での主題頻度を表すものである．これ
らの機能によりゼミ生は主題の似ている論文やレビュー作
成に際して，自分があまり注目していなかった主題に気づ
くことができ，文献レビューの支援につながると期待され
る．これら開発したシステムの有効性について現在検証中
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図１：　現在開発中の文献レビュー作成支援機能
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